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「地球外生命体の探索は、
もう SFの話ではない」

　太陽観測衛星「ようこう」（打ち上

げ1991年）、「ひので」（同2006年）

などの開発と運用を主導した。太陽

表面の爆発現象フレアの起こるメカ

ニズムや、磁場生成の仕組みなどに

ついて、数々の論文を発表。日本の

学術賞としては最も権威のある日本

学士院賞を今年 6 月に受賞した。

　研究対象に太陽を選んだのは「恒

星の中では最も近く、観測機器がな

かった当時（40 数年前）の日本でも、

工夫を凝らせば成果を出せる」と思

ったから。太陽観測衛星の開発は、

国の膨大な予算を投じる、10 数年が

かりのプロジェクト。打ち上げが成

功し、初めての天体撮影が成功する

までは「生きた心地がしないですね」。

　「ひので」は 13 年経った今も、

高度 680km の宇宙空間から太陽

観測を続けている。観測データは、

打ち上げ直後から即時公開し、世界

30 カ国の研究者が利用。発表され

た論文は 2400 を超え、NASA や

ESA（欧州宇宙機関）の太陽観測

衛星計画にも大きな影響を与えた。

　「今では、『ひので』がどこの国の

衛星かわからない、という人もいる。

生産性の高い仕事になりました」

　2018 年 4 月から現職。国立天

（毎月 10 日頃発行）
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文台の最も重きを置くプロジェクト

が、口径 30m の超大型地上望遠鏡

TMT の建設計画。数カ国共同で

2030 年の完成を目指している。

太陽系外惑星に生命の兆候を探るこ

とが、目的の一つだ。

 「太陽系外のほとんどの星に惑星が

あって、地球のような惑星もかなり

あることがわかっている。地球外生

命体の探索なんて、若い頃は考えも

しなかったけど、もう SF の話では

ない。多くの天文学者の関心も、そ

ちらにシフトしています」

　20 年ほど前から、北軽井沢の山

荘を訪れている。以前は夏中心だっ

たが、年々頻度は増え、季節を問わ

ず月に 2 回ほど来ている。

 「特に冬がいいですね。雪が積もっ

た風景が非常にきれい。特別なこ

とは何もしませんが、ストレスが

消え、東京で疲れた心身がもとに

戻るんです」

　1954 年生まれ。いずれ北軽井

沢への移住も視野に入れるが、「新

しい観測施設の建設にめどをつけ

て、若い人たちが十分活躍できる環

境を整えるのが先」と前を向く。世

界が注目する大きな仕事がまだ残さ

れている。

9
月
か
ら
始
動
。看
護
士
3
人
が
、

24
時
間
体
制
で
新
生
児
、
医
療
ケ

ア
が
必
要
な
子
ど
も
、
末
期
ガ
ン

患
者
、
難
病
の
人
ら
の
暮
ら
し
を

支
え
て
い
く
。

　
同
ロ
ッ
ヂ
共
同
代
表
の
一
人

で
、
福
祉
環
境
設
計
士
の
藤
岡
聡

子
さ
ん
は
「
医
療
、
福
祉
の
面
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

相
手
の
生
活
や
暮
ら
し
、
嗜
好
な

ど
を
知
っ
て
、
そ
の
人
ら
し
さ
を

引
き
出
せ
る
ケ
ア
を
心
が
け
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

に
寄
り
添
え
る
看
護
を
継
続
し

て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　
福
井
市
で
在
宅
医
療
な
ど
を

行
う
医
療
法
人
社
団
オ
レ
ン
ジ

が
2
0
2
0
年
4
月
、
発
地
で
開

業
を
目
指
す「
ほ
っ
ち
の
ロ
ッ
ヂ
」

は
、
予
定
を
早
め
訪
問
看
護
の
み

　
軽
井
沢
病
院
の
訪
問
看
護
休

止
に
対
し
町
に
質
問
書
を
提
出

し
て
い
た
、
軽
井
沢
女
性
会
の
小

宮
山
洋
子
さ
ん
は
、
民
間
の
訪
問

看
護
開
始
を
受
け
、「
大

歓
迎
。個
人
だ
け
で
な
く
、

暮
ら
し
全
体
を
見
守
っ

て
い
く
と
い
う
姿
勢
は

素
晴
ら
し
い
。
こ
の
町
で

新
し
い
こ
と
を
始
め
る

の
は
大
変
だ
ろ
う
け
ど
、

応
援
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

　
町
立
軽
井
沢
病
院
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
5
月
か
ら
休
止

し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
民
間
の

2
事
業
が
町
内
に
拠
点
を
開
設

し
、
9
月
か
ら
訪
問
看
護
を
始
め

て
い
る
。

　
御
代
田
町
で
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
チ
ー
ム
」
を
営
む
合
同
会
社

Y
&
A
は
、
軽
井
沢
病
院
の
訪
問

看
護
を
利
用
し
て
い
た
約
30
人
の

う
ち
、
何
人
か
を
引
き
継
い
で
ケ

ア
。
軽
井
沢
出
張
所
の
責
任
者
を

務
め
る
の
は
、
軽
井
沢
病
院
の
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
管
理

者
を
し
て
い
た
田
之
岡
真
由
美

さ
ん
。「
利
用
者
さ
ん
の
中
に
は

す
ぐ
対
応
し
て
ほ
し
い
人
も
い

る
が
、
小
諸
、
御
代
田
か
ら
だ
と

時
間
が
か
か
る
。
困
っ
て
い
る
方

軽
井
沢
病
院
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
休
止
を
受
け
、

民
間
2
事
業
者
、
訪
問
看
護
を
開
始

4
年
後
、
外
国
人
宿
泊
者
30
万
人
目
指
す
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
発
表

　
軽
井
沢
町
と
軽
井
沢
観
光
協

会
は
9
月
26
日
、
外
国
人
誘
客
の

観
光
戦
略
「
軽
井
沢
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
発
表
し
た
。
町

内
に
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

作
る
な
ど
し
、
県
内
市
町
村
と
広

域
で
魅
力
を
発
信
。
2
0
2
3
年

に
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
を

30
万
人
（
2
0
1
7
年
17
万
7
千

人
）
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

年
間
を
通
じ
、
外
国
人
観
光
客
に
人
気
の

雲
場
池
。
同
じ
場
所
に
集
中
し
な
い
よ
う
、

新
た
な
名
所
づ
く
り
に
も
取
り
組
む
。

ほ
っ
ち
の
ロ
ッ
ヂ
建
設
予
定
地
。

　
軽
井
沢
の
2
0
1
7
年
の
外

国
人
宿
泊
者
数
の
う
ち
、
全
体
の

81
%
を
占
め
る
ア
ジ
ア
圏
域
か

ら
の
誘
客
は
「
成
熟
し
た
」（
町

観
光
経
済
課
）と
分
析
。
今
後
は
、

北
米
西
海
岸
、
欧
州
の
直
行
便
就

航
地
域
を
中
心
に
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
し
、
誘
客
を
図
る
。

　
観
光
客
が
増
加
し
す
ぎ
る
こ

と
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
対
策
と
し
て
、
車
両
乗
り
入

れ
規
制
や
新
た
な
2
次
交
通
を

検
討
。
新
名
所
を
創
出
し
、
観
光

客
の
分
散
を
図
る
と
し
た
。
新
名

所
の
例
と
し
て
、
発
地
の
休
耕
田

を
利
用
し
た
桜
の
ト
ン
ネ
ル
、
植

栽
に
力
を
入
れ
て
新
た
な
魅
力

を
加
え
た
湯
川
ふ
る
さ
と
公
園

を
挙
げ
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
も
さ
ら
に
推
進
し
、
レ

ー
ル
バ
イ
ク
（
4
人
乗
り
電
動
ア

シ
ス
ト
付
き
鉄
道
自
転
車
）
の
導

入
や
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク

の
設
置
な
ど
も
検
討
す
る
。

　
藤
巻
進
町
長
は
「
常
住
人
口
が

減
少
す
る
中
、
交
流
人
口
（
観
光

客
や
二
地
域
居
住
者
）、
関
係
人

口
（
地
域
の
人
ら
と
関
わ
る
地
域

外
の
人
材
）
を
増
や
し
、
別
荘
、

観
光
の
町
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
く
。
そ
の
中
で
も
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
は
大
変
有
効
と
考
え
る
」
と

話
し
た
。

TEL080-3864-8531（メディカル・サポート・
チーム軽井沢サテライト）、TEL080-8992-
9142（訪問看護ステーション ほっちのロッヂ）。


